
－と；.：ン

、、
＼ 

博士（歴史民族資料高野宏康
小樽商科大学

グローカル戦略推進センター研究支援部F
地域経済研究部・学術研究員

小樽市歴史文化基本構想策定委員会調

rr
r
T叶
1
1’
－
 Z
目，z
’’’『
lea

’ae

今
年
（
平
成
二
十
九
年
／
二

O
一

七
）
四
月
、
北
前
船
寄
港
地
・
船
主

集
落
が
「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ

た
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
北
前
船
が

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

高
田
屋
嘉
兵
衛
の
辰
悦
丸
の
回
航
事

業
（
昭
和
六
十
一
年
／
一
九
八
六
）

や
、
復
元
北
前
船
「
み
ち
の
く
丸
」

の
来
航
（
平
成
二
十
二
年
／
二

O
一

O
）
時
に
は
道
内
各
地
で
も
様
々
な

関
連
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

以
前
か
ら
北
前
船
に
関
心
を
持
つ
人

は
多
か
っ
た
が
、
後
志
と
北
前
船
の

関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ま

と
ま
っ
た
か
た
ち
で
紹
介
さ
れ
た
と

と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

北
前
船
に
と
っ
て
北
海
道
は
決
定

的
に
重
要
な
場
所
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
は
本
州
か
ら
の
視
点
が

中
心
で
、
北
前
船
の
意
義
は
道
民
自

身
に
も
充
分
理
解
さ
れ
て
き
た
と
は

言
え
な
い
。
北
海
道
と
北
前
船
と
の

関
わ
り
と
い
う
と
、
近
世
か
ら
密
接

な
関
係
を
持
つ
道
南
の
三
港
、
す
な

わ
ち
江
差
、
松
前
、
函
館
が
挙
げ
ら

れ
、
続
い
て
小
樽
が
言
及
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
そ
の
性
格
の
違
い
に

つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ

た
。
最
近
の
研
究
で
は
、
近
世
の
物

流
や
交
易
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
こ
と
に
加
え
、
明
治
以
降
の
北
海
道

開
拓
を
支
え
た
生
活
物
資
を
運
搬
、

人
や
文
化
の
移
動
な
ど
の
点
で
の
北

前
船
の
意
義
が
指
摘
さ
れ
始
め
て
お

り
、
小
樽
は
新
た
な
役
割
を
担
う
よ

う
に
な
っ
た
北
前
船
寄
港
地
と
し
て

発
展
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

道
南
と
小
樽
の
聞
に
位
置
す
る
後

志
地
域
に
は
、
独
自
の
性
格
と
意
義

が
あ
り
、
様
々
な
北
前
船
の
ゆ
か
り

が
の
こ
っ
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
点

に
着
目
し
て
、
余
市
と
古
平
に
の
こ

る
北
前
船
の
遺
産
を
紹
介
し
て
み
た
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北
海
道
と
北
前
船
の
関
わ
り
を
考

え
る
際
、
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
は
「
北
前
船
」
の
呼
称
で
あ
る
。

「
北
前
船
」
は
、
も
と
も
と
大
阪
や

瀬
戸
内
海
の
人
た
ち
が
、
日
本
海
方

面
に
向
か
う
船
や
、
船
乗
り
を
「
北

前
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
す

る
が
、
各
地
に
様
々
な
地
域
呼
称
が

み
ら
れ
、
「
北
前
船
」
の
呼
称
を
好

ま
な
い
地
域
も
あ
る
。

北
海
道
で
は
北
前
船
の
代
名
詞
と

な
っ
て
い
る
「
弁
財
船
」
や
「
千
石

船
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

北
前
船
に
は
西
洋
型
帆
船
や
和
船
と
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の
「
合
の
子
船
」
な
ど
様
々
な
船
種

が
含
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在

で
は

一
般
的
に
「
北
前
船
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
北
前
船

の
定
義
に
は
諸
説
あ
る
が
、
近
年
で

は
日
本
海
を
通
じ
て
北
の
海
を
往
来

諸国御客船帆形

小
樽
市
総
合
博
物
館
が
所
蔵
し
て

い
る
良
運
丸
の
写
真
は
、
船
の
細
部

が
鮮
明
に
写
っ
て
い
る
写
真
と
し
て

知
ら
れ
る
が
、
こ
の
船
は
、
下
ヨ
イ

チ
運
上
家
の
場
所
請
負
人
・
林
長
左

衛
門
の
兄
弟
が
所
有
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
撮
影
さ
れ
た
場
所
は
新
潟

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
下
ヨ

イ
チ
の
場
所
請
負
人
は
、
文
政
八
年

（
一
八
二
五
）
に
藤
野
喜
兵
衛
か
ら
竹

屋
長
七
（
初
代
林
長
左
衛
門
）
と
な

り
、
以
後
場
所
請
負
制
度
廃
止
ま
で

四
代
に
わ
た
っ
て
林
家
が
担
っ
た
。

林
家
は
手
船
を
所
有
し
、
様
々
な
交

易
を
営
ん
で
い
た
。
北
前
船
研
究
で

は
北
陸
の
北
前
船
主
が
重
視
さ
れ
る

傾
向
が
あ
っ
た
が
、
近
年
は
場
所
請

負
人
の
北
前
船
交
易
の
意
義
に
つ
い

て
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る。

寸法405×575木綿屋重治郎」安政2年（1855）正月奉納。奉納者は「若州小浜「長福丸」の船絵馬

． 

す
る
航
路
と
、
買
積
と
い
う
経
営
形
態

を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

各
地
の
北
前
船
に
共
通
す
る
点
と
各

地
の
特
徴
を
共
に
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

石
川
県
白
山
市
の
藤
塚
神
社
に
は
、

ヨ
イ
チ
場
所
産
の
イ
ナ
ウ
が
用
い
ら

れ
た
「
威
徳
丸
イ
ナ
ウ
奉
納
額
」
が

奉
納
さ
れ
て
い
る
。
威
徳
丸
は
加
登

屋
甚
兵
衛
が
ヨ
イ
チ
場
所
の
運
上
家

を
介
し
た
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
で
入
手

し
、
地
元
に
戻
っ
た
後
に
奉
納
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
和
人
と
ア
イ

ヌ
と
の
聞
に
北
前
船
を
通
じ
た
つ
な

が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。

モ
イ
レ
山
の
頂
上
に
あ
る
、
よ
い

ち
水
産
博
物
館
に
は
、
船
模
型
、
船

絵
馬
な
ど
、
様
々
な
北
前
船
関
連
資

料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
入
館
す
る

と
す
ぐ
巨
大
な
北
前
船
の
模
型
が
あ

り
、
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
展

示
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
船
模
型
は
、

五
百
石
積
の
弁
財
船
の
三
分
の
一
サ

イ
ズ
の
模
型
で
、
材
料
は
実
際
の
弁

い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

旧
ヨ
イ
チ
運
上
家
に
隣
接
す
る
茂

入
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
七
面
の

船
絵
馬
は
、
現
在
、
よ
い
ち
水
産
博

物
館
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
茂
入

神
社
は
、
文
政
三
年
（

一
八
二
O
）か

ら
場
所
請
負
制
廃
止
の
明
治
二
年
（

一

八
六
九
）
ま
で
、
余
市
場
所
請
負
人
で

あ
っ
た
竹
屋
林
家
が
弁
財
天
を
斑
っ

た
神
社
で
あ
る
。

茂入神社下ヨイチ運上家に隣接。

場所請負人の林家が弁財天を犯った

神社。船絵馬が7面奉納されていた。

「
長
福
丸
」
の
船
絵
馬
は
、
安
政
二

年
（
一
八
五
五
）
正
月
に
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
、
奉
納
者
は
「
若
州
小
浜
木

綿
屋
重
治
郎
」
で
あ
る
。
絵
馬
の
船

の
背
景
に
は
、
海
上
安
全
の
守
護
神

で
あ
る
住
吉
大
社
の
社
殿
と
高
灯
寵

が
描
か
れ
て
い
る
。
木
綿
屋
は
、
若

狭
小
浜
（
現
・
福
井
県
小
浜
市
）
の

北
前
船
主
・
志
水
家
の
屋
号
で
、
峨

の
印
は
同
家
の
家
紋
で
あ
る
。
重
治

郎
は
、
小
樽
に
倉
庫
を
建
設
し
た
右

威徳丸イナウ奉納額明治元年（1868)

（石川県白山市・藤塚神社）

財
船
と
同
様
に
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、

ケ
ヤ
キ
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
酒

井
久
蔵
氏
が
設
計
・
製
作
を
担
当
し

た
。
船
模
型
は
船
を
新
造
す
る
際
に

造
船
所
か
ら
船
主
に
寄
贈
さ
れ
る
も

の
で
、
そ
の
多
く
は
実
物
の
二
十
分

の
一
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
だ
け
の

サ
イ
ズ
の
船
模
型
は
貴
重
で
あ
る
。

同
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
、
諸
国

御
客
船
帆
形
（
明
治
二
十
九
年
／
一

八
九
六
）
は
、
取
引
先
の
船
の
帆
の

特
徴
を

一
覧
に
ま
と
め
た
も
の
で
、

帆
の
形
状
に
切
り
取
っ
て
貼
り
付
け

ら
れ
た
紙
の
内
部
に
、
船
名
、
船
主

名
、
船
長
名
、
入
港
日
、
屋
号
、
積

載
量
、
反
数
（
帆
の
大
き
さ
）
等
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
商
店
は
船
が
入

港
す
る
と
帆
印
を
確
認
し
、
船
に
応

じ
て
迎
え
支
度
を
し
た
。
明
治
後
半

に
も
各
地
か
ら
北
前
船
が
入
港
し
て

近
家
や
中
村
家
の
出
身
地
と
し
て
知

ら
れ
る
河
野
村
（
現
・
福
井
県
南
越

前
町
河
野
）
出
身
で
、
同
村
の
八
幡
神

社
に
は
重
治
郎
が
安
政
二
年
に
奉
納

し
た
船
絵
馬
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

「
還
福
丸
」
の
船
絵
馬
は
、
慶
謄

三
年
（
一
八
六
七
）
六
月
に
奉
納
さ
れ

た
も
の
で
、
奉
納
者
名
は
記
載
さ
れ

て
い
な
い
が
、
帆
印
や
峨
の
意
匠
か

ら
木
綿
屋
と
同
様
、
小
浜
の
北
前
船

主
・
古
河
屋
が
所
有
す
る
船
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
道
内
に
は
古
河

屋
所
有
制
の
船
絵
馬
と
し
て
、
増
毛

町
の
海
音
寺
に
奉
納
さ
え
て
い
た
も

の
が
あ
り
、
現
在
、
北
海
道
博
物
館

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

「
喜
栄
丸
」
の
船
絵
馬
は
、
文
久

三
年
（
一
八
六
三
）
年
に
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
、
奉
納
者
名
は
「
加
州
橋
立

浦
大
家
喜
栄
丸
兵
助
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
橋
立
（
現
・
石
川
県
加
賀

市
橋
立
町
）
は
、
小
樽
倉
庫
を
建
設
し

た
西
出
孫
左
衛
門
、
西
谷
庄
八
ら
の

出
身
地
で
、
小
樽
の
大
家
倉
庫
を
建

設
し
た
大
家
家
は
加
賀
市
瀬
越
町
で

あ
る
が
、
こ
の
船
絵
馬
を
奉
納
し
た
橋

立
の
大
家
家
と
は
別
系
統
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
余
市
の
船
絵
馬

は
北
陸
の
北
前
船
主
た
ち
が
奉
納
し

た
も
の
が
多
く
、
船
絵
馬
は
こ
れ
ら

の
船
主
た
ち
と
ヨ
イ
チ
場
所
請
負
人

の
林
家
と
の
関
係
の
深
さ
を
示
す
貴

重
な
資
料
と
言
え
る
。
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文久3年（1863)8月奉納。奉納者は「加11M橋立浦大家喜栄兵助J。寸法340×490
慶応3年（1867）年6月奉納。奉納者名は記載されていないが、小浜の北前船主 ・古河屋の所有船と推定

「喜栄丸Jの船絵馬
「湿福丸Jの船絵馬
寸法345×450

右
左

九 h靖職判鳴：長率

年代不明。多数の船舶が停泊している。（古平町教育委員会蔵）

古
平
港
は
か
つ
て
多
数
の
北
前
船
が

入
港
し
た
港
で
あ
る
が
、
そ
の
様
子

を
伝
え
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
の
こ
っ

て
い
な
い
。
古
平
町
教
育
委
員
会
に

保
管
さ
れ
て
い
る

一
枚
の
古
平
港
の

古
写
真
（
年
代
不
明
）
か
ら
わ
ず
か

に
そ
の

一
端
が
伺
え
る
。
平
成
二
十

四
年
（
二

O
二
一
）
に
閉
校
と
な
っ
た

旧
古
平
高
校
の
校
舎
を
活
用
し
た
古

平
町
高
齢
者
複
合
施
設
内
に
開
設
さ

れ
た
、
古
平
民
俗
資
料
館
（
古
平
町

大
字
浜
町
八
九
三
番
地
）
に
は
、
古

平
町
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
多
数
の
民

俗
資
料
の
な
か
に
船
箪
笥
や
錨
、
船

模
型
な
ど
北
前
船
関
連
資
料
も
含
ま

れ
て
お
り
、
北
前
船
と
の
ゆ
か
り
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
現
在
、
北
方
資
料
館

（
根
室
の
北
海
道
立
北
方
四
島
交
流
セ

ン
タ
ー
ニ
・
ホ
・
ロ
内
）
に
展
示
さ

れ
て
い
る
高
田
屋
嘉
兵
衛
の
辰
悦
丸

の
船
模
型
は
、
昭
和
四
十
五
年
（

一
九

七
O
）
に
古
平
町
の
古
平
造
船
所
の
船

大
工
・
笹
山
徳

一
氏
が
製
作
し
た
も

の
で
、
古
平
の
造
船
技
術
の
高
さ
を

評
価
さ
れ
製
作
を
依
頼
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
。
「
和
合
丸
」
の
船
絵
馬
は
、
嘉
永

四
年
（
一
八
五
一
）
九
月
に
厳
島
神
社

古平港

「通奉丸」の船絵馬明治7年（1874）に恵美須神社ヘ奉納。

奉納者は和田勘左衛門。寸法426×587

「和合丸Jの船絵馬嘉永4年（1851)9月に厳島神社ヘ奉納。後志最古の船絵馬。
運上屋岡田家の所有船と推定。作者は三代田吉本善京と推定。寸法730×987

船箪笥

（古平民俗資料館蔵〉

に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
以
降

の
船
絵
馬
は
西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た

ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
で
着
色
し
た
船
絵

馬
が
鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
で
着
色
さ
れ

て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
船
絵

馬
は
暗
め
の
藍
色
系
で
あ
る
こ
と
が

特
徴
的
で
あ
る
。
帆
印
な
ど
か
ら
古

平
の
場
所
請
負
人
・
岡
田
家
の
持
ち

船
の
和
合
丸
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
船
絵
馬
の
作
者
は
、
落
款
か

ら
大
阪
の
絵
師
・
吉
本
善
京
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
が
、
年
代
か
ら
三
代

目
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
三
代
目

吉
本
善
京
は
大
量
の
船
絵
馬
の
需
要

に
対
応
す
る
た
め
に
船
体
部
分
の
描

線
を
版
画
化
し
、
貼
り
付
け
た
上
で

着
色
す
る
方
法
を
考
案
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
保
存
状
態
の
悪
い
船
絵

馬
の
着
色
が
剥
離
し
て
い
る
の
は
こ

の
着
色
方
法
に
よ
る
。

厳
島
神
社
は
、
も
と
も
と
岡
田
家

が
宝
暦
元
年
（
一
七
五

一
）
に
創
建
し

た
恵
比
須
神
社
で
あ
り
、
当
時
は
弁

財
天
も
合
間
し
て
い
た
が
、
明
治
十

年
頃
、
神
仏
分
離
に
よ
り
厳
島
神
社

に
改
称
し
た
。
同
神
社
に
は
三
面
の

船
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

「
通
奉
丸
」
の
船
絵
馬
は
、
明
治
七

年（

一
八
七
四
）
に
恵
美
須
神
社
に
奉

納
さ
れ
た
も
の
で
、
奉
納
者
の
和
田

勘
左
衛
門
は
、
当
時
、
古
平
の
入
船

町
で
鯨
漁
場
を
経
営
し
て
い
た
人
物

で
あ
る
。
定
住
し
て
い
た
の
で
は
な

く
、
漁
場
を
賃
貸
で
経
営
し
て
い
た

よ
う
で
、
鮭
建
網
も
経
営
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
〕

『
平
成
幼
年
度
春
季
特
別
展

北
前
船
と
日
本
海
海
運
』

（
石
川
県
立
博
物
館
、
包
口
年
）
、

『
北
前
船
と
小
樽
・
後
志

1

歴
史
文
化
の
ル
l
ツ
を
訪
ね
て
1
』

（
小
樽
商
科
大
学
グ
ロ
ー
カ
ル
戦
略

推
進
セ
ン
タ
ー
地
域
経
済
研
究
部
、

N20年）

土
屋
周
三
「
江
戸
期
と
明
治
期
の
北

前
船
1
北
海
道
視
点
か
ら

1
」

『
北
前
船
に
か
か
る
論
考
・
考
察
集
』

（
全
国
北
前
船
研
究
会
、

N
2
0年）

『
ふ
る
さ
と
通
信
1
古
平
1
』

（
第
口
号
、

N
2日
年
叩
月
）
、

中
西
聡
『
北
前
船
の
近
代
史

海
の
豪
商
た
ち
が
遺
し
た
も
の
』

（
成
文
堂
、

N
。
お
年
）

林
昇
太
郎
「
積
丹
半
島
に
現
存
す
る

絵
馬
に
つ
い
て
」
『
北
海
道
開
拓
記

念
館
研
究
報
告
』
日
号
（

5
8年）

牧
野
隆
信
『
北
前
船
の
研
究
』

（
法
政
大
学
出
版
会
、

Hcg年）

越
崎
宗

一
『
新
版
北
前
船
考
』

（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、

早
芯
年
）


